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Ⅰ
問 1 (ア) 大き (イ) 大き (ウ) 左 (エ) 小さ (オ) 大き

問 2 A 3Cu −−→ 3Cu2+ + 6e−

B 4HNO3 −−→ 4H+ + 4NO3
−

C 4HNO3 −−→ 2NO2
+ + 2NO3

− + 2H2O
D 2NO2

+ + 4H+ + 6e− −−→ 2NO + 2H2O
E 3Cu + 8HNO3 −−→ 3Cu(NO3)2 + 4H2O + 2NO

解説
問題文中の反応式は次の通りだった．

HNO3 −−→←−− NO3
− + H+ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .(1)

2HNO3 −−→←−− NO2
+ + NO3

− + H2O . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (2)
NO2

+ + e− −−→ NO2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (3)
NO2

+ + 2H+ + 3e− −−→ NO + H2O . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (4)

問 1 希硝酸の方が電離度が（ア 大き）いので (1) の平衡が右に傾き，[HNO3] が小さく [H+] が大きくなる．つ

まり [H+]
[HNO3]

の値が（イ 大き）い．また水が十分にあるので (2) 式の平衡は（ウ 左）に傾き，[NO2
+]

の生成量が小さくなる．つまり [NO2
+]

[HNO3]
が（エ 小さ）く， [H+]

[NO2+]
が（オ 大き）い．

問 2 次のように考えればよい．
C 濃硝酸にせよ希硝酸にせよ (2) の反応によって NO2

+ が生じる．これが酸化力を示す本体である．ただし
希硝酸の場合は濃硝酸に比べてその生成量は少ない．

D 生じた NO2
+ が酸化剤として働くが，H+ の多い希硝酸では (4) の反応に従う．（従って NO2 ではなく

NO が発生する．）
A Cu が酸化されて Cu2+ になる．
B 足し合わせた反応式にイオンが残らないように，硝酸の電離の式を調整して加える．

（参考） 濃硝酸の場合は次のようになる． Cu −−→ Cu2+ + 2e−

4HNO3 −−→ 2NO2
+ + 2NO3

− + 2H2O
2NO2

+ + 2e− −−→ 2NO2

Cu + 4HNO3 −−→ Cu(NO3)2 + 2H2O + 2NO2

※詳細は最終面をご確認ください

〈〈 模試・講座のご案内 〉〉

メビオ学校説明会・無料体験を実施しています
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Ⅱ
問 1 (エ) 問 2 B 問 3 O2 + 2H2O + 4e− −−→ 4OH− 問 4 1.12× 10−9 L 問 5 86 %

解説

問 1 それぞれの電解質溶液中で，生じた Pb2+ は次のようになる．
(ア) 硫酸イオン SO4

2− と結合し，難溶性の塩 PbSO4 となる．
(イ) 塩化物イオン Cl− と結合し，難溶性の塩 PbCl2 となる．
(ウ) 水酸化物イオン OH− と結合し，難溶性の塩 Pb(OH)2 となる．
(エ) （ある一定以上の濃度の水酸化カリウム水溶液中において）ヒドロキシド錯イオンを形成する．
電極表面が難溶性の塩に覆われず露出するのは (エ)の水酸化カリウム水溶液だけである．

問 2,問 3 塩基性溶液下での反応なので，
金電極の反応が O2 + 2H2O + 4e− −−→ 4OH− 　

鉛電極の反応が Pb −−→ Pb2+ + 2e−

Pb2+ + 4OH− −−→ [Pb(OH)4]2−

Pb + 4OH− −−→ [Pb(OH)4]2− + 2e−

従って電子の流れは鉛 −−→ 金，電流は金 −−→ 鉛となる．
問 4 0.0193 mA = 1.93× 10−5 A ，求める酸素の体積を x L とすると

e− : O2 = 4 : 1 = 1.93× 10−5 × 1
9.65× 104 : x

22.4
=⇒ x = 1.12× 10−9 L

問 5 外気の酸素分圧と電流は比例するので， 18
21
× 100 = 85.7 .=. 86 %



医学部進学予備校メビオ

Ⅲ
問 1 名称：ビウレット反応 説明：その物質が 2つ以上のペプチド結合を有するということ．
問 2 (5)の名称：キサントプロテイン反応 (6)の沈殿：PbS
問 3 K 問 4 Y–I 問 5 K–Y–I–K–D–C–G

解説

問 1 ペプチドの検出反応に用いられるビウレット反応は，ペプチド結合を 1つのみもつもの（=ジペプチド）で
は陰性である．ちなみにこの赤紫色は銅（Ⅱ）イオンにペプチドの N原子の非共有電子対が配位結合して生成す
る錯イオンの色である．

問 2 (5)の反応はキサントプロテイン反応と呼ばれ，アミノ酸やペプチド，またはタンパク質内のベンゼン環がニ
トロ化されることで呈色する．したがって，この反応が陽性の場合，候補のアミノ酸の中で Y（チロシン）の
存在が確定する．
(6)の反応はアミノ酸やペプチド，またはタンパク質が分解されて生成した硫黄原子が PbSの黒色固体として
沈殿するもので，この反応が陽性の場合，候補のアミノ酸の中で C（システイン）の存在が確定する．

問 3～問 5 Xの構造を解答と同じように（N末端）○–○–○–○–○–○–○（C末端）のように表すこととし，仮
にこの左から順に①–②–③–④–⑤–⑥–⑦とアミノ酸に番号をつける．
(1)の文から⑦が G（グリシン）に決定，(2)の文から①が K（リシン）に決まる（等電点が塩基性側に存在す
るリシンは中性付近で陽イオンが過剰となり陰極側に移動する）．この時点でⓀ–②–③–④–⑤–⑥–Ⓖまで決定
できた．
次に (3)の文で Xを Kのカルボキシ基側（つまり右側）で切断すると A1，A2，A3の 3つに分解されている
ことから，X中に Kが 2つ存在することがわかる．そのとき生成したアミノ酸 A3は Kそのものである（①
の Kと②の間が分解されて生成したもの）．(4)の文から Kの右で分解した A1も A2もトリペプチド以上の
ペプチドであることから，もう 1つの Kの位置は④と決定できる．つまりⓀ–②–③–Ⓚ–⑤–⑥–Ⓖである（こ
の位置以外の場合にトリペプチド以上のペプチドが 2つ生成する位置は存在しない）．A1，A2の候補は②–③
–Ⓚと⑤–⑥–Ⓖでありどちらかはまだ決定できない．
さらに (9)の文から酸性アミノ酸 D（アスパラギン酸）の右側で切断した B1はジペプチドなので，Dの位置
は②か⑤のどちらかとなるが，(10)の文から②は否定され⑤に決定できる．つまり XはⓀ–②–③–Ⓚ–Ⓓ–⑥–
Ⓖである．
(8)の文は次のように解釈する．A1が例えばⓅ–Ⓠ–Ⓡという並びのトリペプチドだった場合に部分的に加水分
解して生成したペプチド A1–1と A1–2の候補はⓅ–ⓆまたはⓆ–Ⓡだが，そのうち A1–1のみがキサントプロ
テイン反応陽性だったので，Ⓠが当該アミノ酸の Y（チロシン）になることはない．つまり，Yは Xの構造の
③と⑥ではないので残った②に決定できる．この時点で XはⓀ–Ⓨ–③–Ⓚ–Ⓓ–⑥–Ⓖ，A1はⓎ–③–Ⓚ，A2は
Ⓓ–⑥–Ⓖである．
(7)の文からアミノ酸の側鎖にも不斉炭素原子が存在する I（イソロイシン）が A1中に存在するので③が Iと
決定できる．さらに (6)の文より A2には硫黄原子が存在することから⑥は C（システイン）に決まる．
以上のことから，

N末端 K Y I K D C G C末端

A3 A1 A2

B2 B1

A1–1 A1–2

とすべて決定できる．
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Ⅳ
問 1 ① 白 (無) ② +3 ③ 赤紫 ④ 触媒 ⑤ 10pH−pKa

問 2 ONa + H2O + CO2 −−→ OH + NaHCO3

問 3 77 % 問 4 胃：10−2.0 腸内：105.0

問 5 イオン化していない HAの方が疎水性が高く細胞膜内に溶け込みやすいため，pHが低く HAの割合が高い
胃の方がアセチルサリチル酸を吸収しやすい．

解説

問 1 ⑤ Ka = [H+][A−]
[HA]

の両辺の対数をとって

−log10Ka = −log10[H+]− log10
[A−]
[HA]

⇔ pH− pKa = log10
[A−]
[HA]

⇔ [A−]
[HA]

= 10pH−pKa

問 2 ナトリウムフェノキシドは水溶液中で二酸化炭素と弱酸遊離反応を起こす．
問 3 おこる反応は次の通り．

OH

COOH

+ (CH3CO)2O −−→
OCOCH3

COOH

+ CH3COOH

原料は同質量あるので物質量はサリチル酸の方が少ない．そこで収率は
33.3
180
33.3
138

× 100 = 76.6 .=. 77 %

問 4 問 1の⑤を用いればよい．

胃： [A−]
[HA]

= 101.5−3.5 = 10−2.0

腸： [A−]
[HA]

= 108.5−3.5 = 105.0

問 5 極性物質は極性溶媒に，無極性物質は無極性溶媒に溶けやすいこと，イオン性物質は極性があることから類
推するとよい．
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講評
Ⅰ ［酸化・還元］（やや難）

希硝酸と濃硝酸の酸化作用が異なる原因を，酸化作用の詳細まで考慮させる問題．リード文の細かいところま
で理解できなかったとしても，銅と希硝酸の反応式は書けるであろうから，結果から逆算して式の組み立てを再
現することはできるだろう．器用に立ち回れた人が勝てそうな問題である．
なお，同様の反応についての反応機構を題材にした設問は 2019年度後期日程でも出題されており，メビオの
授業では 3月 2日の授業にて触れていた．

Ⅱ ［電気化学］(標準)
なじみのない「酸素濃度センサー」の問題で，びっくりした受験生が多かったと思われるが，燃料電池などの電
池の反応をしっかり学習していれば，対応できただろう．問 3で塩基性下での反応であることに注意すること．
問 5は酸素量と電流が比例することがわかれば，簡単な問題であった．

Ⅲ ［ペプチドの配列決定］（やや難）
アミノ酸やペプチドの反応についての基礎知識，およびそれを用いたヘプタペプチドの配列決定の問題だった．
ヒントになる問題文が長いので，時間内にそこから解答を導くための情報を的確に読み取り，正しく論理を構築
していくのには慣れが必要であり，経験値による差が大きく出たと思われる．

Ⅳ ［サリチル酸の関連物質］（標準）
サリチル酸をテーマにした出題で，語句の穴埋め，反応式，計算問題のほとんどが基本的内容ということもあ
り，得点源にしたい大問であった．問 3ではゾロ目の数字が並んでおり，出題者の遊び心を感じる．論述問題に
ついてはどちらが疎水性かを判断すればよいだけということを見抜く必要があった．

大問の途中で改ページされていたのは珍しいが，大問 4つという数および解答形式は 2022年度後期，2023年度前期
から変化がなかった．基本的な知識を身に付けているかどうかに加えて，本質的に問われていることを見抜く力，落
ち着いて処理する力が問われた．難易度面については 2022年度後期からも 2023年度前期からもやや難化で，一次合
格への目標は 70 % 程度だろう．

メルマガ無料登録で全教科配信！

https://www.mebio.co.jp/0120-146-156 https://yms.ne.jp/03-3370-0410

本解答速報の内容に関するお問合せは…

https://www.mebio-eishinkan.com/

メビオ 0120-146-156まで

0120-192-215
登録はこちらから

大阪府大阪市中央区石町2-3-12 ベルヴォア天満橋
天満橋駅（京阪/大阪メトロ谷町線）より徒歩4分0120-146-156

フリーダイヤル

【受付時間】 9：00～21：00 （土日祝可）
校舎にて個別説明会も随時開催しています。

詳しくはWebまたはお電話で

医学部入試攻略
ガイダンス

2泊3日無料体験詳しくはこちら

知りたかった医学部入試事情 授業・食堂・寮

詳しくはこちら
多数の医学部合格者を生み出してきたメビオのすべて
を2泊3日でじっくり無料体験できます。
「メビオの授業の様子を体感したい」
「どんな講師がいるか気になる」
「寮に入ろうか悩んでいる」
そんな方はぜひ一度体験してみてください。

通学生（寮利用
なし）の無料体
験も受け付けて
います。

創立 43 年、医学部進学予備校メビオの講師による医学部入試ガイダンス
です。医学部受験に長年携わってきた現役講師が、最新の入試動向やトレ
ンドを解説。医学部合格へ向けてこれから何をすべきかを明らかにします。

会場
【大阪会場】梅田阪急グランドビル
【京都会場】TKP ガーデンシティ京都タワーホテル
【神戸会場】三宮研修センター

日時
3/12（日）
ガイダンス 14:00～15:00
個別相談    15:00～16:00

3/19（日）～3/21（火）
3/26（日）～3/28（火）


